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１．目的と方法

本稿の目的は、植物の栽培活動を通した遊びや造形表現
の内容について、保育現場での実践を通してまとめること
である。自然体験の重要性に関しては、文部科学省の「子
どもの体験活動等に関するアンケート調査」の結果、自然
体験が豊富な子どもほど、道徳観・正義感が充実している
と報告されている１）ことからも理解できる。また、学研の
HP「こどだてまっぷ」では、保護者に対して子どもととも
に自然体験を通して遊ぶことの重要性を掲載しており、自
尊感情や外向性が育まれること、幼少期から自然体験をす
るとよい影響があること、自然体験が人間関係にも影響す
ること等をメリットとして挙げている２）。自然体験の取り
組みは地方自治体や各団体、保育現場や教育現場でも実践
されている。

調査を進めるにあたり、T市が2006年から2009年に取り
組んだ、親子の関わりを深める自然体験活動の指導計画書
や保育実践記録、研究会における保育実践の発表資料を取
り組みに参加された先生からご提供いただくことができ
た。そこで、本研究では、これらの資料をもとに、自然体
験のねらいや活動の内容、保育士の支援内容、共育ちの様
子等について季節や植物の種類等によって分類し、一覧を

作成することでまとめる。資料に記載された内容等の記述
に関しては、取り組みに関わり、計画の作成や記録をとっ
た保育士の考えや思いを尊重するため、資料に使用されて
いる文字や言い回しを用いることとする。

なお、T市の取り組みに関する指導計画書、保育実践記録
等の内容を本稿に使用することについてご理解・ご承諾
いただいていることを述べておく。

２．T市の取り組み「親子で自然とあそぼう」の概要

T市では、2006年から2009年の4年間にわたり、子どもと
保護者の関わりを重視しながら自然体験を楽しむ取り組
みに着手した。それは、少子化や核家族化の進行により、家
庭や地域社会の子育て機能の低下、多様な人間関係を築く
機会の減少等、子どもを取り巻く環境の変化した社会的背
景に起因する。保育士たちが感じていたこととして、子ど
もは幼児期に保護者や身近な人との愛着関係を通して人
格の基盤を形成するが、家庭における子どもを取り巻く生
活に戸惑いを感じ、子育てができない保護者が増加してい
たことが挙げられる。

取り組みが開始された当時、保育士に求められていた子
育て支援者の役割について考えてみたい。1990年の1.57シ
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本稿は、2006年から2009年まで実践されたT市の取り組み「親子で自然とあそぼう」の年度計画や保育実践
記録等を整理し、植物の栽培活動を通した遊びや造形表現の内容についてまとめることを目的とした。4年間の
取り組みでは、「園の環境構成の見直し、改善」「栽培、飼育活動年間計画の作成、内容と方法の拡充」「子
どもの心に楽しさや感動等を残す援助」「保護者の気持ちに立った支援の実践」「飼育や栽培の活動に関して
親子で会話する場の提供」「体験を遊びや絵画で表現する新たな活動の展開」等、内容の拡充や支援方法の発
展がみられた。そして、「保護者の思いを受け止めた取り組みの年間計画を実践すること」「自然との触れ合
いで見られる子どもの発見や感動を保護者とともに確認すること」「お互いの気づきや思いを伝えあい共有す
ること」等を通して共育ちにつながるという結論に至っている。植物の栽培活動を通した遊びや造形表現活動
においては、栽培した植物で遊ぶこと、制作活動を行うこと、食べること等、子どもたちに大きな喜びを与え
る内容を見出している。このように、自然と直接触れ合い体験を重ねることで、自然の美しさや偉大さ、楽し
さ等に気づき、感動する心や共感する心、自然を愛する心が育まれる。また、そのような体験を保護者や友人
と共有することで、ともに喜び楽しんだ人々に親近感を覚え良好な人間関係を築くことが可能となる。
（キーワード）自然体験、遊び、造形表現、保育現場
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ョックを機に、子育て支援施策が本格的に始まったのは、
1994年のエンゼルプランである。この施策の特徴は、子育
てや子どもの育ちを課題としてではなく、少子化対策とし
て始まったことに特徴がある３）。子育てと仕事の両立支援
が中心的課題となり、保育所は乳児保育、延長保育といっ
た保育サービスの充実を担うことになった。それ以降、保
護者を支援すること、子どもの育ちを保障することが保育
所の役割であると認識されるようになり、子どもの育ちに
重点を置いた子育て支援の実践が求められた。

1993年から1999年の保育所は、孤立する保護者や親子関
係の構築に困難を抱える保護者に対して、子育て家庭の交
流を促す場、子育てを相談できる場として機能し始めると
ともに、親子関係の希薄さが指摘されるようになった。そ
のような背景から、子育て支援の本質的な内容は、親子関
係のコミュニケーションの回復支援であり、保護者、子ど
もへの支援だけでなく親子関係にも視点が向けられるよ
うになった。

2008年、厚生労働省により保護者支援が保育士の役割と
して明確に示され、保育士と保護者が連携して子どもを共
に育てていく共育ちの視点が重視されるようになる。保育

士の子育て支援が子どもへの保育を通した保護者支援と
なるとともに、保護者支援が子どもの育ちにつながるとい
う共育ちの広がりによって、親子の関係性に視点を置く支
援が求められたといえる。

このような背景の中、豊かな自然に囲まれたT市の地域
性を活かした取り組みが開始された。様々な自然体験を通
して親子で感動し共感し合うことによって、保護者が子ど
もの育ちに目を向け子育ての喜びを味わうこと、自然との
関わりを通して、子どもと保護者、保育士が安定した人間
関係を築くこと、子どもの心情、意欲、態度を育むこと等
を目的としている。2006年度から2009年度までの取り組み
の内容と経過をまとめたものが「表1」である。

2006年度は、自然体験を通して生まれる感動を親子で共
有し、コミュニケーション力を育むことをねらいとして、
自然体験の内容の充実を図るために年間指導計画の作成
や環境構成の見直しに取り組んでいる。

2007年度は、自然との関わりを通して共育ちを育むこと
をねらいとし、2006年度に立てた指導計画を見直し、保護
者と子どもが一緒になって自然体験を行う内容を園全体
で協力して取り組むように改善している。また、家庭との
連携を深めるために、自然体験に関する参観日の実施や登
降園自時、園だよりを通じて親子の関わりに対する支援を
強化している。

2008年度は、自然に触れる子どもの姿に目を向けた保護
者が子どもとのかかわりを深めることをねらいとして、子
どもの活動に変化を与えるために園の環境構成を改善し
ている。また、自然体験を通した親子の関わりを充実させ
ることを目的とした、栽培や飼育活動の年間計画を作成し
た。ホームページによる家庭との連携強化、親子で楽しむ
親子クイズやにこにこタイムの実施等、内容と方法の拡充
がはかられている。

2009年度は、保育の質の向上を通して保育者が親子の育
ちに関わる方法を見出すことをねらいとして、保育士自身
が自然から感じる心を大切にし、心の豊かさを養うことに
よって、子どもの心に楽しさや感動等、を残す援助、保護
者の気持ちに立った支援を実践している。また、実際に経
験した飼育や栽培、遊びの活動について、気づきや工夫を
言葉に表現して親子で会話をする、絵画で表現する等、新
たな活動に展開させている。そして、4年間のまとめとし
て、保護者の思いを受け止めながら取り組みの年間計画を
実践すること、自然との触れ合いを通して子どもの発見や
驚き、感動を保護者とともに確認すること、お互いの気づ
きや思いを伝えあい共有すること等によって、共育ちにつ
ながるという結論に至っている。
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表１．2006年年度から2009年度までの取り組みと経過



植物の栽培活動を通した遊びや造形表現の内容

３．自然体験を通して親子の関わりが深まることを目的と

した年間計画の内容

自然体験が激減し、便利な生活しか知らない子どもたち
が増加する中、自然とつながる遊びや生活を数多く経験
し、自然を好きになること、親子で自然体験の楽しさや感
動を味わうこと、それらの体験を通して子育ての喜びに導
くことを目的として開始された、T市の取り組みにおいて、
2006年度、2007年度の活動結果から作成された年間指導計
画は、1年間を1期（4月～5月）、2期（6月～8月）、3期（9
月～12月）、4期（1月～3月）に分け、各期に事保護者の関
わりの内容、活動、保育士の支援、共育ちの項目と要点を
配置して作成されている。ご提供いただいた年間計画や取
り組みの内容等、の保育資料を基に、「自然体験を通した
親子の関わりの内容、保育士の援助の内容、自然体験を通
して育まれる共育ちの内容をまとめたものが「表2」であ
る。

表2　親子で自然とあそぼうの年間指導計画の内容

1期（春）に見られる親子の関わりは、「親子で植物の栽
培や観察を通して、植物が生長していく様子や新たな発見
を共に喜ぶこと」「春の植物を用いた遊びに興味を持ち子
どもとともに家庭でも楽しむこと」「小動物を子どもとと
もに観察し新たな発見や驚きを共有することと」であり、
保育士の支援は、「保護者が子どもとの遊びに無理なく参
加できるように配慮すること」「親子がともに遊ぶ環境を
構成し活動を継続可能な支援を行うこと」「子どもたち様
子や興味関心を保護者に伝達する方法の多様化し保護者
の興味関心を引き起こすこと」である。植物や野菜の栽培、
遊び、試食を通して親子に育つ共育ちの内容は、「植物の
栽培や小動物の飼育に親子で関心を持ち共通の話題を持
つこと」「草花を用いた様々な遊びに関心を持つこと」で
ある。

2期（夏）の親子の関わりの内容は、「収穫し持ち帰った
野菜を親子で調理し食べることで共通の話題を持つこと」
「夏の草花等、を用いて様々な遊びを親子で楽しむこと」
「自然に興味・関心を持ち家庭や園で見つけた小動物を
親子で観察や飼育・調査を行うこと」である。保育士の支
援内容は、「植物の栽培に関心を持ち育てる楽しみや収穫
する楽しみ、食べる幸せを味わえるよう提案すること」「園
の掲示や展示の内容・方法を充実させ親子や保護者間の
会話の場を作ること」「夏の草花や収穫物を用いた遊びを
紹介し親子の遊びが展開される環境作り行うこと」であ
る。2期の活動で親子に育つ共育ちの内容は、「植物の生長
を楽しみながら親子で育てる喜びを味わうこと」「子ども
が抱く遊びたい気持ちを保護者が受け入れ一緒に楽しむ
こと」「小動物に関する疑問や飼育方法等を親子で調べ関
心を深めていくこと」である。

3期（秋）に見られる親子の関わりは「大切に世話や観察を
してきた植物を収穫する喜びや
満足感を親子で共有すること」「植物について考え工夫す
ることを通して、植物を素材とした遊びや制作の楽しさを
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表２．親子で自然とあそぼうの年間指導計画の内容



親子で味わうこと」「季節の変化に伴う植物の生長に関心
を持ち、親子で共感することや労わる心、命の大切さ等を
知ること」である。保育士の支援の内容は、「自然体験に
よって保護者間の人間関係を深め、園が子育ての情報交換
の場となること」「自然物を用いた遊び、植物を使ったレ
シピ、小動物の育て方等を紹介したリストを配布し家庭で
利用してもらうこと」である。３期の活動で育つ共育ちの
内容は、「収穫することの喜びや親子で食べることの満足
感を共有すること」「親子の会話を楽しみながら作る喜び
を味わうこと」「小動物の変化に気づき、命の大切さを感
じ合うこと」である。

4期（冬）の親子の関わりの内容は、「春に咲く花や収穫
できる植物の種類を知り、親子で栽培する楽しさを知るこ
と」「季節感を味わうことのできる遊びを見つけ、子ども
の心に寄り添い親子で遊ぶこと」「小動物の越冬の方法や
様子、季節の変化等、自然に興味関心を持つこと」である。
保育士の支援内容は、「子どもとともに遊び考え試行錯誤
する時間を通して互いの思いを受け止め合う機会を提供
すること」「自然事象の変化に気づき、新たな発見や驚き
を共感することが可能な機会を設定すること」である。4期
の活動で育つ共育ちの内容は、「体験によって培われた親
子の会話や関わり、様々な事象を感じとる心の成長を喜び
合うこと」である。

親子の関わりは、親子で植物に触れ栽培することを通し
て、植物についての発見をともに喜ぶことから始まってい
る。栽培活動を重ねるに従い、植物に対する興味や栽培方
法への慣れが深まるとともに、親子の会話が生まれ、収穫
して食べること、遊びや制作の材料にしてともに遊ぶこと
等を通して、親子の関わりが深化するようにプログラムさ
れている。また、親子の自然体験が進むにつれて、保護者
同士、子ども同士のコミュニケーションが生まれ、皆で自
然体験を楽しむ様子は、学研の子育てマップにも取り上げ
られている力が自然体験によって育まれることを意味し
ていると考えられる。

保育士の援助は、活動開始時は参加を促す等、理解を得
ることから始まっている。活動が進むにつれて、観察や栽
培の喜びや感動、食べることや遊びや制作に転じることの
楽しさ等、感情が充実するように計画されたイベントや言
葉がけ、支援によって、親子、友人、家庭へと取り組みの
成果が拡大すると考えられる。このような保育現場と家庭
の関係は一方的な依存的関係でなく、共に学び合い育ち合
う関係が望ましいと考えられる。家庭が保育現場からの子
育てサービスを受ける一方で、家庭からの情報や相談は保
育士のスキルアップにつながる。このような取り組みは、
子どもへの理解や子育てへの自信が進化するだけでなく、
子どもの疾病や事故、感染症の予防対策、食事・献立、し
つけ等の子どもへの不安や悩みに対する責任感や子ども
や地域の人々とともに学び合い育ち合うといった、地域ぐ

るみの共育ちにつながると考えられる。

４．自然体験活動を通した遊び・制作活動の内容

年間指導計画に挙げられている、親子が取り組む内容を
具体的に示したものが、年間指導計画にある活動内容であ
る。活動は、植物の栽培と小動物の飼育に分けて実践され
ている。

植物の栽培活動の期間と内容を簡潔にまとめたものが
以下の表である。「自然体験活動の期間と内容（植物の栽
培）の一覧は、年間計画にある1期から4期のうち、分類の
重点を、①季節の早い時期から栽培を開始する植物、②栽
培期間が短い植物順に示した。栽培期間の表記について
は、栽培開始を第1段階とし、各期を超すごとに段階が上が
ることを認識可能なように背景の濃度が濃くなるように
配置した（表3）。

活動で取り上げる植物は、比較的飼育が簡単な種類が選
ばれ、1年を通じて、何かの植物の栽培活動や生長の観察を
行うことができるようにプログラムされている。また、植
物の栽培や成長過程の観察によって、様々な形や色と出会
い、植物の部位（葉、つる、花、種等）を遊びや制作活動
に使用できるもの、育てた実を収穫し食べることができる
もの等、自然体験を経て新たな活動に展開することが可能
な取り組みである。

例えば、栽培開始時においては、種を植えるもの、苗を
植えるもの、挿し木をするもの、球根や実を植えるもの、土
壌栽培するもの、水耕栽培するもの等、様々な方法を体験
できる。また、茎に着目すると、茎が天に向かい生長する
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表３．自然体験活動の期間と内容（植物の栽培）
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もの、茎がつるとなり巻き付いて生長するもの、茎が地を
はうもの等、様々な形態を持つ植物に触れる機会が設けら
れており、多くの発見や感動、喜びや楽しみを産む取り組
みといえる。

遊びや制作活動の内容の流れを示したものが、（表4）で
ある。内容は、夏野菜を使用したスタンプ遊び、トウモロ
コシの皮で作る敷物作り、トウモロコシの皮やラッカセイ
を使用した人形作り、ゴーヤのつるで作ったトンネルをく
ぐる遊び、ヘチマの実のたわし作り、花を使用した色水遊
びや染物、種を使用したマラカス作り、種おとし遊び等、
様々な遊びや制作活動に発展している。また、収穫した果
実や野菜は、家庭に持ち帰る以外に、園で試食する、シャ
ーベットを作る、佃煮を作る、カレーパーティーを行う、焼
き芋の活動を行う、桜の塩漬けを作り桜茶として楽しむ等
で使用されている。自分が栽培した植物で遊ぶこと、制作
活動を行うこと、食べることは子どもたちに大きな喜びを
与えることであろう。

５．まとめと今後の課題

本稿は、2006年から2009年まで実践されたT市の取り組
み「親子で自然とあそぼう」の
年度計画や保育実践記録等を整理し、植物の栽培活動を通
した遊びや造形表現の内容についてまとめることを目的
とした。保護者支援が保育所の役割となった社会的背景に
対応するために、T市が取り組んだ活動の狙いや支援の内
容、植物栽培活動の内容とそれを通した遊び、造形表現を
整理することができたと考える。

自然と直接触れ合い体験を重ねることで、自然の美しさ
や偉大さ、楽しさ、不思議さ、命の尊さに気づき、感動す

植物の栽培活動を通した遊びや造形表現の内容

表４．植物栽培活動の内容の詳細



る心や共感する心、自然を愛する心が育まれる。また、そ
のような体験を保護者や友人と共有することによって、新
たな発見を見出し、ともに喜び楽しんだ人々に親近感を覚
え良好な人間関係を築くことが可能となると考えられる。
自然体験が自尊感情やコミュニケーション力を育み、人々
が共育ちする取り組みは、地域ぐるみで子育て支援を実践
することにつながるであろう。

本稿は、T市の植物栽培活動や遊び、造形表現の内容をま
とめたが、今後はまとめた内容と、さらに詳細に記された
保育実践の資料、活動の発表資料等を用いて、自然体験活
動の内容の指導法とそれが親子にどのような影響を与え
るかについての研究を継続したいと考える。
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